
別紙様式2

令和７年度

改善方策

９月 １月

・基礎・基本の学力の定
着・向上を図る。

・単元テストや学力調査
の結果分析の活用
・下小タイム（朝学習）の
充実
・読書活動の充実

・標準学力調査の平均正
答率
・国語科、算数科の単元
末テストの平均正答率

平均正答
率50以上、
単元末テ

スト平均正
答率８５％

以上

単元末
テスト
国語科
８１．４％
算数科
７６．５％

標準学力調
査

４９．１
単元末テス

ト
国語科

８２．９％
算数科
７７％

96% 2

　標準学力調査の結果は、国語科・算数科の平均が４９．１であり、目標値を下回った。国語
科４９．１、算数科４９．２だった。
　単元末テストの結果は、国語科・算数科の平均が８０％であり、目標値である８５％を下回っ
た。　国語科の正答率は、知識・技能（８１．８％）、思考・判断・表現（８４％）であった。　算数
科の正答率は、知識・技能（８１．５％）、思考・判断・表現（７２．４％）であった。
　目標値は下回ったが、前期よりも正答率が上がっており、順調に学力がついていると考えら
れる。課題のある分野を中心に朝の帯タイムを複数で指導したり、学校全体での取組をしたり
することが学力の定着・向上につながっていると考えられる。
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　発展・応用等、工夫が見られるが、より成果が上

がるように取り組んでもらいたい。

　課題を明確にし、重点的に取り組んでいただきた

い。

　9月より正答率が上がっていたので、先生方の努
力を感じた。

　学年ごとに成績がどのように推移しているのか検

証し、それによって対策を考える必要があるのでは

ないか。「タブドリ」は良いと思う。

　引き続き、朝の帯タイムで個に応じた問題（タブドリライブ）や授業で学
習している内容の理解を深めたり、課題のある分野を取り上げて問題を
解いたりするなど、基礎的な学力の定着に努める。また、朝の帯タイム
では担任以外の教職員が指導に入り複数で個に応じた指導を丁寧に行
うことや、学校全体で基礎的な学力が定着するような取組を行っていく。
　日頃から、　発展問題・応用問題にも取り組み、既習の活用の仕方に
ついて理解を深めていく。

・児童が主体的に考え
対話する授業づくりを行
う。

・研究推進による授業改
善
・見方・考え方を働かせる
ための手立てを工夫した
授業づくり

・児童アンケート
①「課題を意識して、授業に参加している」
②「進んで自分の考えを伝えようとしてい
る」
・教職員アンケート
①「深い学びを意識した授業改善をしてい
る」
②「指導の手立てを工夫している」

８５％
以上

児童アンケート
①８７％
②７１％

教職員アンケート

①８０％
②１００％

児童アンケート
①８８％
②７５％

教職員アン
ケート

①８９％
②１００％

104% 4

　授業に関する児童アンケートの結果を見ると、アンケート①②の肯定的評価の平均は８２％
であり、目標値を下回ったが９月より上がっている。児童は、「課題を意識して、授業には参加
している」「自分の考えを伝えようとしている」ことに関しては、ペアやグループで伝えることに
も力を入れて取り組んだので肯定的評価も上がっているが、まだ全体の場で発表することを
苦手とする児童の中には肯定的評価につながっていない児童も多い。
　教職員アンケートの結果を見ると、アンケート①②の肯定的評価の平均は９５％であり、目
標値を上回った。教員は、指導の手立てを工夫したり授業改善をしたりしているが、単元末テ
ストの結果につながっていないこともあり、引き続き「深い学び」について研究していく必要が
ある。
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　成果が上がっていると思う。
　板書が構造的で見やすいと思う。
ペア、少人数での学習を効果的に活
用している。
　各授業でしっかり意見が出されて
いる様子が見られ良いと感じた。積
極的に動けない児童にどう対応して
いくかが課題。

　引き続き、課題を明確に示し、児童に意識させて全員が参加する授業づくりをして
いくとともに、全体の場で発表するだけでなく、ペアやグループの中で自分の考えを
伝えていく活動を取り入れることで、多くの児童が自分の考えを伝えていくことができ
るようにしていく。少人数指導ができる場合には、積極的に取り入れて、全員が参加
し、個に応じた指導ができるようにしていく。
　「深い学び」とはどういうことか、多くの児童が主体的に授業に参加できる授業にす
るにはどのような工夫ができるのかを校内研修や授業研究で協議したり、教員間で
情報共有したりしていく。また、単元テストの結果につながることも意識して研究をす
すめていく。

・目標を設定し、達成に
向けて努力する態度を
育てる。

・目標設定と振り返り、評
価の工夫
・児童主体の活動の充実
・黒瀬スタンダードの推進

・児童・教職員アンケート
「目標達成について」
「黒瀬スタンダードについ
て」

８５％
以上

児童アンケート
87％

教職員アン
ケート100％

児童アンケート
89％

教職員アン
ケート55％

児童アンケート
85％

教職員アン
ケート100％

児童アンケート
84％

教職員アン
ケート78％

102% 4

　「目標達成に向けて」に関するアンケートの肯定的評価は、児童85％、教職員100％だった。
児童は、日頃から様々な活動に対して目標を持って取り組み、実現させようと努力していると
言える。また、教職員も、目標をもって取り組ませるように意識した指導ができていることがわ
かる。
　黒瀬スタンダードを達成しようと意識している児童は84%であり、目標を少し下回った。しか
し、教職員の肯定的評価は前回の55％から78％に大幅に上がっている。教員が前期よりも生
活目標を意識して指導していることが分かる。校内で児童とすれ違った時のあいさつなどが
前期と比べて良くなっていることが実感できる。
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　教職員が意識していることが分か
り安心した。(黒瀬スタンダード)
　成果が上がっていると思う。
　教職員が黒瀬スタンダードを意識
することで児童も意識が高まってい
ると感じた。
　登下校時の児童の挨拶は増えて
いると感じる。

 　「目標達成に向けて」に関しては、来年度も引き続き、様々な活動に
おいて、目標を設定し、努力していく姿勢を下黒瀬小学校全体で育んで
いく。
　「黒瀬スタンダード」は中学校区で指導内容を揃えることによる利点が
多くあるため、来年度も教職員と児童が常に意識して取り組めるように
する。また、小学校の実態に合わせて、文言や内容の見直しなども、中
学校区全体で行っていく。

・お互いの良さを認め合
える集団を育てる。

・安心して過ごせる学級
経営、学年経営
・異学年交流の充実

・児童・教職員アンケート
「学級での活動について」
「異学年交流について」

８５％
以上

児童アンケート
87％

教職員アン
ケート100％

児童アンケート
92％

教職員アン
ケート100％

児童アンケート
93％

教職員アン
ケート100％

児童アンケート
93％

教職員アン
ケート100％

113% 4

　「学級での活動について」に関するアンケートの肯定的評価は、児童93％、教職員100％
だった。帰りの会などの「いいところ見つけ」や学級での活動を通して、友達の良い所を見付
ける目がさらに養われ、良い人間関係を築こうとしている児童の姿が肯定的評価として表れ
ている。
　「異学年交流について」に関するアンケートの肯定的評価は、児童93％、教職員100％だっ
た。運動場などの関係で異学年交流の時間はあまり取れていないが、6年生がリーダーシッ
プを取って行っている縦割り班が機能していることや、掃除後の振り返り時の「今日のＭＶＰ」
の選出や、「後期掃除MVP」の表彰など、異学年集団で認められる機会があることが、高い肯
定的評価につながっていると考えられる。
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　肯定的評価が高いことに驚いた。
　「掃除MVP」は、児童が誇らしそう
にしているので良い取組だと感じる。
　成果が上がっていると思う。

　「学級での活動について」に関しては、来年度も、「いいところ見つけ」
などの日頃の取り組みや学校生活、行事等で周りの人への感謝の気持
ちをもつことを意識させ、児童が安心して過ごせる学級づくりを継続して
行っていく。
　「異学年交流について」は、来年度も縦割り班掃除を6年生や委員会
活動を中心に充実させていく。また、掃除以外でも縦割り班で全校遊び
などを行う機会を設け、異学年交流を充実させていく。

・運動に対する意欲の
向上を図る。

・体育科授業における課題
意識をもたせる単元デザイ
ン
・運動する機会と時間の工
夫による運動量の確保

・児童アンケート
「体育科の授業が楽しい」
・教職員アンケート
「児童の体力・技術向上につな
がる、児童が楽しいと思う体育
科授業の指導法を工夫した」

８５％
以上

児童アンケート
８６％

教職員アン
ケート100％

　児童アンケー
ト　８２％

教職員アン
ケート100％

107% 4

　児童アンケート「体育科の授業が楽しい」の肯定的評価をした児童の割合は８２％であり、
目標値を下回り、９月よりも下がっていた。学年別に見ると、低学年が９４％、中学年が９０．７
５％、高学年が６４％であった。この結果から、高学年を中心に持久走や縄跳びなどの冬に学
校全体を通して行う取組に楽しさを感じられない児童が多くいることが考えられる。
　また、教職員アンケート「児童が楽しいと思う体育科授業の指導法を工夫した」の肯定的評
価は１００％と、目標値を上回ることができた。どの教員も友達同士でコツや作戦を話し合う活
動を取り入れたり、運動量を確保した授業づくりを行ったりしていることがわかった。
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　児童が楽しいと思う工夫を引き続
き追求していただきたい。
　指導法を工夫し、成功体験を増や
すことで意欲を付けていることを感じ
た。
　成果が上がっていると思う。

　引き続き、教職員間で指導法の工夫などの情報共有を行い、体育科
の授業改善を行う。特に、児童の運動に対する苦手意識をやわらげ、興
味をもたせるため、ゲーム形式の活動や、友達と見合い、良いところを
伝え合う活動を取り入れたり、段階的な指導を行ったりすることで成功
体験を増やし、自信をもたせたりしていく。また、児童が体を動かすこと
に楽しさや意義を感じられるように、体育委員会が中心となり、みんなで
楽しく活動できるよう、工夫していく。

・生活習慣を見直し、健
康の保持増進への意識
を高める。

・生活習慣の振り返りの
場の　設定（スマイルカー
ド）
・食育の推進
・委員会活動や保護者と
の連携

・児童アンケート
「生活習慣をよりよくしよう
としている」

８５％
以上

早寝68％
朝食90％
ﾒﾃﾞｨｱ64％

全体計74%

早寝63％
朝食94％
ﾒﾃﾞｨｱ61％

全体計73%

86% 2

　朝食を毎日食べた児童の割合は前回値より上昇し、目標値を達成したが、早寝をすることと
メディア時間を減らすことについては、前回同様目標値を下回っていた。また、早寝できない
理由として、「テレビ・ゲームがやめられない」という回答が30％で最も多い理由となっており、
メディア時間が長いために睡眠時間が減っている児童が多いことがわかった。第２回目のス
マイル週間の直前に、保健給食委員会が正しい生活リズムについて動画を作成し全児童に
啓発をした。前回のスマイルカードも一緒に配付し、結果を比較しながら実施できるよう意識
づけも行ったが、高学年で特定の児童が不規則な生活習慣を送っていると考えられる。
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　先生方に責任を負ってもらうのは
心苦しい。保護者の問題が大きいと
思う。
　早寝63%は低いと思う。見直すべき
課題である。
　現代の社会問題がそのまま表れ
ていることが分かった。家庭への啓
発の難しさを感じた。
　睡眠、メディアは保護者がしっかり
と関わる必要があると感じる。

　前回の保護者用アンケートで、自分用の携帯電話を所持している児童
が30％、メディアに関して「ルールを決めていない」家庭が20％、という
結果だったことから、保護者の管理下ではなく児童自身でメディアコント
ロールしていく力が求められる。引き続き、委員会活動等を通して児童
一人一人が早寝やメディアについてその影響を理解し実践していくこと、
保護者に対しては、メール配信・ほけんだよりの発行を通して意識を高
めてもらう必要がある。また、メディアに絞って取り組む等、内容につい
て検討し変更する予定である。

・安心安全な環境づくり
や保護者・地域との連
携に努める。

・整理整頓され、創意工
夫のある掲示や教室環
境
・学校、学級の様子を便
りやSNSで発信
・コミュニティ・スクールの
推進

・保護者アンケート
「環境整備について」
「情報発信について」

９０％
以上

環境整備
92.7%

情報発信
92.7%

環境整備
90.4%

情報発信
87.0%

99% 2

　保護者アンケート「校舎内外の環境が行き届いている」の肯定的評価は90.4%で目標値の
90%を超えているが、9月より2.3ポイント下がっている。玄関前の花が枯れていたり、草が伸び
ていたりしたことが、原因の一つではないかと思われる。
　保護者アンケート「学校は、学校や子供たちの様子を学校だより、学級通信、ホームページ
等で分かりやすく伝えている」の肯定的評価は87.0%と目標値90%を下回った。下回った要因と
しては、ホームページの更新が一部できていなかったことと、ブログを更新している時期とあ
まり発信していない時期があったことが考えられる。
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　従来から、いろいろと地域連携に
努めている。
　教室に掲示物、本が多く、やや雑
多な雰囲気が気になった。黒板も掲
示物があり狭いと思う。
　家庭の問題も大きいと思う。

　委員会活動などで、学校支援ボランティアさんに呼びかけ、児童と一
緒に花を植える活動をしたり、シルバー人材センターと連携したりしなが
ら快適で安心安全な環境整備に努めていく。
　ブログの閲覧率が高いと思われるので、行事ごとにブログを発信し、
学校や児童の様子を伝えていく。

・効率的な業務を推進し
子供と向き合う時間を
確保する。

・学校行事の見直し、精
選
・週１回の定時退校日の
設定
・定時刻の教室の施錠

・常勤職員の１か月の勤
務時間外在校時間の平
均を４５時間以下とする。

年間平均
４５時間

以下

4月～9月
の平均

34時間21
分

4月～1月
の平均

38時間59
分

115% 4
　常勤職員の１か月の勤務時間外在校時間の平均は、38時間59分で目標値を達成した。昨
年度同時期よりも減少しているが、9月より4時間38分伸びている。学期末の成績処理、陸上
記録会や学習発表会に向けての準備等、業務量の多さが原因と考えられる。
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　教職員の健康は、児童に影響する
ので、心と体の健康を大切にしてい
ただきたい。
　成果が上がっていると思う。

　勤務時間中も勤務時間外も、全て児童のための時間として使っている
ので、縮減は難しいが、行事等は、より教育的効果が上がるよう常に見
直していく。
　一部の職員に業務が偏らないよう、教務部、保健安全部、生徒指導部
の中で、組織的に業務を遂行するようにしていく。
　週１回の定時退校日を徹底していく。
　各教室は、児童下校後できるだけ早く施錠し、職員室でできる仕事は
職員室で行うようにしていく。
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中期経営目標
重
点

1

評価項目

教職員が元気で、信頼
される学校を創る。

改善方策

2
自他を尊重し、自己指
導能力と協働意識を育
てる。

目標達成のための方
策

目
標
値

コメント
達
成

度 結果と課題の分析
評
価

信
頼
さ
れ
る
学
校

た
く
ま
し
く

（
体

）

3
たくましい気力・体力を
養う。

短期経営目標
項
目

学　校　評　価　表

※目標の精選と重点化を行い、重点の項に「１」「２」「３」で
表示する。

評
価

学校教育目標

学校運営協議会による評価

東広島市立下黒瀬小学校

自己評価

経営理念かしこく　やさしく　たくましく　　～　社会に出て通じる力の育成　～

【ミッション】学校の使命
これからの社会で活躍することができる「力のある子供」の育成
【ビジョン】
○めざす学校像：共に高まり　成長する学校
○めざす児童像：進んで学び合う・自分も人も大切にする・何事も最後までねばり強くやり抜く子供
○めざす教師像：めざす児童像実現に向け、創意工夫して取り組む教職員

（　中間評価　・　最終評価　）

評価計画
達成値

学ぶ楽しさを味わわせ、
確かな学力を付ける。

か
し
こ
く

（
知

）

や
さ
し
く

（
徳

）

■自己評価

４…目標を上回って達成 ３…目標どおりに達成

２…目標をやや下回って達成 １…目標をかなり下回って達成

■学校関係者評価 （学校運営協議会による評価）
Ａ…とても適切である Ｂ…概ね適切である
Ｃ…あまり適切でない Ｄ…全く適切でない

達成値/目標値を百分率で


